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第8次計画でのロジックモデル導入状況と
実践例の紹介

2024年8月30日
吉田真季 松本佳子
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https://iryo-keikaku.jp/h/ロジックモデル活用状況の一覧サイト



第8次医療計画での「ロジックモデル」掲載状況
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23

一部の分野
で掲載; 2

樹形図状の図を掲載
25

53.2%

図の掲載なし
22

46.8%

第8次計画での掲載状況（47都道府県を分類）

出所：第8次都道府県医療計画を参照し、IHEP作成

25のうち5府県は、第7次計
画策定/中間見直し時から
ロジックモデルを掲載



ロジックモデルの形態分類
ロジックモデル ①アウトカムの記載 ②施策の記載 ③指標の記載

ロジックモデルあり

アウトカム、施策、指標の
関係が図式化されている

施策の評価ができる
（セオリー評価、プロセス
評価、インパクト評価）

アウトカムの記載がある

分野アウトカムの記載

中間アウトカムの記載

（初期アウトカムの記載）

施策の記載がある

具体的な施策が
書かれていると判断できる

指標の記載がある

分野アウトカムの指標

中間アウトカムの指標

（初期アウトカムの指標）

（施策アウトプットの指標）
④矢印/中かっこのつながりが明確

矢印が錯綜していない
内容の重複がない

アウトカムと施策のつながりがあると判断できる

「樹形図状の図」を①②③④の観点から試行的に分類

4（ ）：分類にあたり必須ではない項目

＝



ロジックモデル ①アウトカムの記載 ②施策の記載 ③指標の記載
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①②③がすべて記載され、④つながりOK

④矢印/中かっこのつながりが明確

② 施策が記載され、指標がおかれている
＝施策が関係者で共有され、目標設定されている
＝施策の実効性が高まる

① アウトカムが記載され、指標がおかれている
＝何をめざす施策なのかが関係者で共有され、目標設定されている

④ 施策とアウトカムのつながり、アウトカム間のつながりが明確
＝施策の評価ができる（セオリー評価、プロセス評価、インパクト評価）

ロジックモデルを
計画の進捗管理・
中間評価に
活用できる
と考えられる

③ 数値目標がおかれている
＝ロジックモデル上で指標を用いた進捗把握を行える

形態分類結果から事例を選定
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実践報告いただく2県について

長野県：
• 2022年9月からロジックモデル導入準備
• 取りまとめ担当：2名
• 事前に庁内勉強会を開催
• ロジックモデル作成様式・手順を配布
• ロジックモデル案の構成、粒度を確認し、
調整するために参事、取りまとめ担当、各
疾病・事業担当課長、分野担当で協議

• 各分野のワーキングにロジックモデル案を提
示し、議論を経てブラッシュアップ

徳島県：
• 2023年6月からロジックモデル導入に着手
• 取りまとめ担当：1名（1分野を兼任）
• 着手時に庁内研修会を開催
• ロジックモデル作成様式・手順と作成例を配布
• 協議会委員にロジックモデル関連資料を共有
• 各分野の協議会にロジックモデル案を提示し、
議論に活用
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